
（様式１）

文部科学大臣　殿

香川県小豆郡小豆島町長

　　　　　大江　正彦大江　正彦

１． 施設整備計画の名称

小豆島町公立学校等施設整備計画

２． 計画期間

令和６年度

（担当）

小豆島町教育委員会こども教育課

電話：0879－82－7014

小教こ発第699号

令和8年1月13日

　　学校施設環境改善交付金交付要綱第８に基づき、下記のとおり施設整備計画

　の目標の達成状況に係る評価（事後評価）の結果を報告します。

住所：香川県小豆郡小豆島町
　　　　　　　片城甲44番地95

施設整備計画の事後評価について



３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

町10月定例教育委員会で事業実績について報告を行い、別途、教育委員会事務の点検・評価に
よる有識者からの評価を受けた。その結果を町ホームページにて公表する。

　施設整備計画で予定していた学校給食センター空調設備整備事業は、空調設置工事が４月初
旬に完了し、調理室内が高温になる時期までに整備を完了することができ、安全な学校給食を提
供するため、また調理員の職場環境の環境改善を図ることができた。

令和７年10月

該当なし



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

該当なし

該当なし

　学校給食センター調理室内の気温を適正に保つため、天吊型エアコン2基及び壁掛型エアコン5
基を設置し、安全な学校給食の提供と調理員が快適に勤務できる環境を実現することができた。
　本年度は異常な高温が長く続いたが、食中毒の発生もなく、調理員の熱中症等の報告はない。

該当なし

該当なし



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

学校給食センター （５） 07 大規模改造（空調） - - R7.2～R7.5 R7.5.1

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日



（様式１）

文部科学大臣　殿

香川県小豆郡小豆島町長

　　　　　大江　正彦大江　正彦

１． 施設整備計画の名称

小豆島町公立学校等施設整備計画

２． 計画期間

令和６年度

（担当）

小豆島町教育委員会こども教育課

電話：0879－82－7014

　　学校施設環境改善交付金交付要綱第８に基づき、下記のとおり施設整備計画

　の目標の達成状況に係る評価（事後評価）の結果を報告します。

住所：香川県小豆郡小豆島町
　　　　　　　片城甲44番地95

施設整備計画の事後評価について

小教こ発第 700 号

令和8年1月13日



３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

町１０月定例教育委員会で事業実績について報告を行い、別途、教育委員会事務の点検・評価に
よる有識者からの評価を受けた。その結果を町ホームページにて公表する。

　事業費繰り越しの後、５月からの工事着手となったが、順調に工事が進捗し、９月初旬には空調
を試運転することができた。９月以降も猛烈な暑さが続いたが冷房試運転により、体育館における
児童の熱中症対策を図ることができた。

令和７年10月

該当なし



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

　空調はガスヒートポンプ方式で、天吊型室内機８台、室外機を４台導入した。また、室外機は停電
対応型のため、大規模災害時にも継続して空調稼働ができることになったことにより、計画で目標と
していた児童の安全な運動環境の確保と災害避難所の機能強化を達成することができた。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

池田小学校 （２） 07 大規模改造（空調） 屋 - R7.2～R7.9 R7.9.30

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


